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緒 言

環 軸関 節 に おけ る環 椎 の前方 亜 脱 臼の 手術 的

治療 に お いて は,多 くの場 合,後 方 固定が 用 い

られ るが,前 方 に障害 が み られ る場合 や,後 方

よ りの 固定 が難 しい場 合 には,前 方 固定術 が適

店 にな る.し か し,従 来 の前 方 固定術 で は,外

固定(Halo-vest)を 用 い て も,環 椎 の前 方へ の

再脱 臼 が生 じるこ とが しば しば あ る.そ こ で私

は,こ れ を防 止す るため に,環 軸 椎 の前 方部 に

あわせ た再 脱 臼 防止 用プ レ-ト を考案 す るこ と

を計 画 しデザ インの ため に,環 軸 椎特 に その 前

方 関節 面 の形 態 につ いて の計 測 をお こ なっ た.

対 象 と 方 法

図1　 環椎の計測(解 剖 本)

1. 対象は岡山大学解剖学教室の系統解剖実習

に供 され た 日本 人屍 体標 本の 環軸椎 部52個 を用

い た.内,男33個,女19個 であ った.年 齢 は38

歳 よ り93歳 で あ り,平 均 は75.8歳 で あっ た.

2. 外形 の実測

環 椎,軸 椎共 に以 下の 項 目につ いてJIS規 格

の ノギ ス を用 いて計 測 した.

(環 椎)図1

a 環 椎の最 大横 径　 b 有上 関節 面の 長径

c 右上 関 節面 の短径　 d 左 上関節 面の 長径

e 左上 関 節面 の短径　 f 環椎 脊椎 管最 大横径

g 右 下関 節面 の長径　 h 右 下関節 面の 短径

i 左下 関 節面 の長径　 j 左 下関節 面の 短径

(軸 椎)図2

a 正 中前環 軸 関節面 の横 径

b 正 中前環 軸 関節面 の縦径

c 歯 突起 の 中央部横 径
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d 歯突起の中央鶴前後径

e 歯突起の基部横径f 歯突起の基部前後径

g 歯突起の縦径h 右上関節面の長径

i 右上関節面の短径j 左上関節画の長径

k 左上関節面の短径l 軸椎の最大横径

m 歯突起後方脊椎管最大横径

図2　 軸椎の計測(解 剖標本)

図3　 環軸椎の切断面

3. 粗 大 薄切 標本 で の計 測

1. で計 測 した標本 につ き,環 椎 は水 平面,

矢状 面,軸 椎 は水 平面,矢 状 面,前 額 面 で の粗

大薄切 標 本(厚 さ2mm)を 作 成 した.

環 椎(図3)

水平 覇 は環 椎 の中央 を通 る面 で切 った(A),
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矢状 面 は環 椎 の 中央 と(B),左 右 の環 軸関 節

面 の最 内側 部 で切 った(C, D).

軸 椎(図3)

水平 面 は歯 突起 中央 と(E),歯 突 起の基部(F),

軸 椎 の最 下端 と歯 突起基 部 の 間の 中央 で切 った

(G).矢 状 面 は,歯 突起 中央 と(H),左 右 の 外

側 環 軸関 節 の 内側 部 で切 っ た(I, J).

図4　 環椎(水 平面) 図5　 環椎(矢 状面)

図6　 軸椎(水 平面)

図7　 軸椎(矢 状面)

図8　 軸椎(前 額面)

前額 面 は,歯 突 起 の最 上部 と左右 の上 関節 面

の最外 側 を結 ぶ 線 で切 っ た(K).

こ の 標 本 はSoftex typeCMBでKODAK

 X-OMat filmを 用 いて軟X線 撮影(管 球 一フ ィ

ル ム60cm, 20Kvp, 5mA, 30秒)を お こ なっ た.

環 椎 は水 平 面26個(男17,女9),矢 状面26個(男

16,女10)軸 椎 は 水平 面18個(男11,女7),矢

状面17個(男11,女6),前 額 面17個(男11,女

6)で あっ た.以 下の 項 目を計 測 した.(図4,

 5, 6, 7, 8)

環 椎

A(図9)

a 正 中前環軸 関節 面 の幅　 b 環 椎 中央 前後径

c, c'正 中環 軸 関節外 側前 後径(右,左)
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B(図10)

図9　 環椎(水 面 図)

図10　 環椎(矢 状面) 図11　 軸椎(水 平面)

d 環椎中央最大前後径　 e 環椎中央の縦径

G, D

f 環椎の最大前後径9環 椎の縦径

軸 椎(図11)

E　 a 前後径 b 横径

F　 c 前後径 d 横径

G　 e　中央前後径　 f,f' 左右の最小前後径

H(図12)

g 歯突起中央前後径 h 歯突起基部前後径

i 軸椎中央前後径

j 歯突起基部より前方凸部間距離

k 軸椎長径X歯 突起前縁と軸椎下縁との角度

I, J

l 最小前後径　 m 最大縦径

K(図13)

n 歯突起最大横径　 o 歯突起縦径

Y, Y'左 右の上関節面と軸椎長軸との角度
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結 果

1. 標本の外形実測結果

屍体標本52個の外形実測結果を,男 女別に表

1, 2, 3, 4に 示 した,標 準 偏 差 は

よ り求め た.

図12　 軸椎(矢 状面)

図13　 軸椎(前 額面)

表1　 環椎の解剖標本の計測値(男3319)

表2　 環椎の解剖標本の計測値(女19例)

1) 環 椎

環 椎 の 最 大 横 径 は,男80.7mm女71.6mmで あ っ

た 。 環 椎 の 上 関 節 面 の 縦 径 と横 径 に お い て は 縦

径 が 男rt22.8mm, lt22.3mm,女rt20.5mm, lt20.8

mmで あ り,横 径 は,男rtl9.1mm, lt10.3mm,女

rt10.1mm, lt10.1mmで あ っ た.左 右 差 は あ ま りみ

られ な か っ た.こ れ は 下 関 節 面 に お い て も あ て

は ま り,長 径 が 男rt19.0mm, lt19.1mm,女rt17.7

mm, ltl7.1mmで あ っ た.短 径 は,男rt16.2mm, lt16.3

mm,女rt15.8mm, ltl5.3mmで あ っ た、環 椎 脊 椎 管

最 大 横 径 は,男28.8mm,女27.4mmで,男 女 比 は
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100:95で あ っ た.

2) 軸 椎

軸 椎 の 最 火 横 径 は,男63.1mm,女55.0mmで あ

り 男 女 比100:87で あ っ た.軸 椎 の 脊 柱 管 最 大 横

径 は,男22.5mm,女22.1mmで,男 女 比100:98で

あ っ た.上 関 節 面 の 左 右 差 につ い て は,長 径 は

男rtl9.6mm, 1t19.8mm,女rtl8.3mm, lt18.4mmで

あ っ た.短 径 は,男rt17.0mm, ttl6.8mm,女rt15.8

mm, lt15.7mmで あ っ た 。歯 突 起 正 中 関 節 面 の 長 径

は,男9.9mm,女8.6mm,短 径 は,男7.7mm,女7.1

mmで あ っ た.歯 突 起 中 央 の 横 径 は,男11 .8mm、

女11.5mmで あ り,前 後 径 は,男12.1mm,女112

mmで あ っ た.歯 突 起 基 部 の 横 径 は,男10.9mm,

女10.1mm前 後 径 は,男11.2mm,女10.7mmで あ っ

た.

表3　 軸椎の解剖標本の計測値(男33例)

表4　 軸椎の解剖 標本の計測値(女19鋼)

表5　 環椎薄燐標本の計測値(男33女19)

2. 粗 大 薄 切 標 本 で の 測 定 結 果

水 平 面,矢 状 面,前 額 面 で の 粗 大 薄 切 標 本 で

の 実 測 結 果 を 表5, 6に 示 す.

1) 環 椎

(1) 水 平 面 の 測 定 結 果

環 椎 中 央 部 の 前 後 径 は,男5.6mm,女5.2mmで

あ っ た.環 椎 の 前 歯 突 起 環 椎 関 節 面 の 幅 は,男

11.3mm,女10.3mmで あ っ た.

(2) 矢 状 面 の 測 定 結 果

環 椎 中 央 の 最 大 前 後 径 は,男6.7mm,女6.1mm

で あ っ た.環 椎 中 央 の 最 大 縦 径 は,男11.3mm,

女10.9mmで あ っ た.外 側 環 軸 関 節 最 内 側 部 に お

け る 最 大 前 後 径 は,男rt5.5mm, lt5.3mm,女rt5.0

mm, lt4.6mmで あ っ た.

2) 軸 椎

(1) 水 平 面 の 測 定 結 果

歯 突 起 中 央 前 後 径 は,男10.9mm,女10.0mmで

あ っ た.歯 突 起 中 央 横 径 は,男10.3mm,女9.9mm

で あ っ た.歯 突 起 基 部 前 後 径 は,男11.0mm,女

10.1mmで あ っ た.歯 突 起 基 部 横 径 は,男10.6mm,

女10.0mmで あ っ た.軸 椎 椎 体 中 央 部 前 後 径 は,
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男15.3mm,女13.7mmで あ っ た.

(2) 矢 状 面 の 測 定 結 果

表6　 軸椎 薄切標本の計測値(男33女19)

歯 突起 中央前 後径 は,男10.4mm,女10.3mmで

あ った.歯 突起 基部 前 後径 は,男10.5mm,女10.5

mmで あ っ た.歯 突起 基部 と軸 椎 下端 との 中央 部

前後 径 は,男13.0mm,女13.0mmで あ った.軸 椎

の長 径 は,男38.1mm,女33.8mmで あ った.歯 突

起長 軸 と軸 椎下 端 との角 度 は,男57.1度,女58,6

度 で あっ た.外 側環 軸 関節最 内側ARの 軸 椎 前後

径 は,男rt112mm, It10.8mm,女rt9.7mm, lt10.6

mmで あっ た.

(3) 前額 面 の 測定結 果

歯突起 中央横 径 は,男10.5mm,女10.0mmで あ

った.外 側 環軸 関 節面 の傾 きの軸 椎長軸 に対す

る角 度 は,男rt66.4度, lt66.8度,女rt63.1度,

 lt65.2度 で あ った.

3. 環 軸椎 に適 合 す るプ レー トの 形 態 く図14)

私 が環軸 椎 の前 方亜 脱 臼に 対 して考 えたプ レ

ー トは
}図14の 如 く,下 方は 軸椎 下縁 に達 し,

上 方 は綱 くな り前 環軸 関 節に 入 り込 み,プ レー

トの途 中 よ り出 た綱 が環 椎の 前結 節部 を支 え る

形 とな ぎ),環 軸椎 の再 脱 臼 を防 ぐ とい う もの で

あ る.図14の 数値 は粗 大 薄甥 標本 の 計測値 を も

とに考 え た もの で あ る.プ レー トよ り前 方 にで

る柄 の長 さは,環 椎 の 中央部 最 大前 後窪 の平 均

値 の6.7mmに 筋 方軟 部 組織 と前 環軸 関節 面の緩み

を考 え7m飢 とした.又 その部 よ り延 び るプ レー

トの長 さは男の平 均値 の24mmを 用い た.女 の平

均 値 は,長 さで4mm,柄 の 長 さで1mm短 いの で

それ に合 うプ レー トも作 る必要 があ ろ う.プ レ

ー ト全 体 の大 きさはAO1/3円 プ レー トを基本 に

した.ス ク リューはsmall cancellous screwと

した.

考 察

1　 環軸 関節 の構造 と動 きにつ いて

環 椎 と軸椎 には,正 中お よび外側 環軸 関節 の

二 つの関 節が あ る.こ の うち,正 中環軸 関節 は,

歯 突起 の前面 と環 椎 前弓の後 縁 よ りなる前環 椎

歯 突起 関節 と,歯 突起 後面 と横靱 帯 よ りなる後

環 椎歯 突起 関節 に分 け られ る.外 棚環軸 関節 は,

レン トゲ ン写真 な どでみ る と,環 椎 面,軸 椎面

と もに少 し陥 凹 してみ え る。 が,こ の部 の軟骨

は 中央 に い くほ ど厚 く,周 関 が薄 いため 結果的

に上下 とも軽 慶の 凸面 を形成 し,環 軸椎 の 回旋

運動 を助 け る こ とに な る.後 頭骨 と環椎 の関 節

にお け る動 きにつ い ては, WhiteとPanjabiは

屈伸 が13度,側 屈 が8度,回 が0度 と してい

る1).が, Kapandjiに よ ると,回 旋 はほ とん ど

な く,側 屈が3度 であ り,屈 伸 が15度 と して お

り,小 川は,後3と 環椎 の間 には0.9度 の 回

旋 が生 じる とCTの 結果 よ り報告 してい る2)31.
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環 軸椎 間 の動 きにつ い ては,回 旋 運動 が 中心 に

な るこ とは よ く知 られ てい るが 回旋 の町動 域 に

つ い ては, WhiteとPanjahiは,平 均47度 とい

う数字 を示 し,小 川 は36度,蓮 江 は30度-35産 と

して い る4).また前 後屈 に関 しては10度 ぐらいで

あ り側屈 は無 視 で きるとWhiteとPanjabiは 述

べ て い る.い ずれ の 関節 の勢 きにつ いて もまだ

意 見の 一 致 をみ て いな い よ うで あ る.

図14　 環軸椎脱目防止用ヅレー トの模式図

2　 環 軸椎 の 形態 につ いて

1) 環 椎

環 椎 の 大 き さを他 の文 献 と比較 してみ る と,

 Lang(2986)の 文 献 に よる ヨー ロ ッパ 人 の,環

椎 の最大 横 径 は,男83mm(74-90),女72mm(65

-76)で あ り,今 回の私 の報 告 の 男80.7mm(88-

70.2),女11.6mm(78.8-67.6)と 比較 してみ る

と男 性 の方 は大 きいが女 性 の方 は あ ま り変 わ ら

な い5).Hasebe(1913)の8本 人 屍体標 本 の報

告 で は 男79mm,女71mで 今 回 の私 の報告 と類 似

してい る.環 椎 におけ る脊椎 管最 大 横径 は, Lang

(1986)に よる と30.2mm(25-40)で あ る と して

い る.今 回の報 告 では 男28.8mm,女27 .4mmで あ

り, Langの 報 告 よ りも小 さい。

環椎 の下 関 節面 の長径 は, Francis(1955)に

よる と男 でrt17.8mm, lt173mm短 径 はrt17.3mm,

 lt17.ammと して い る5).今 回の報 告 は,長 径が 男

rt19.0mm, lt19, 1mm短 径 がrtl6.2mm, lt16.3mmで

あ り,長 径 が 長 く楕 円 型 を呈 して いる.環 椎 の

上 関簾 面 は楕 円型 で,中 央 が くびれ た形 な い し

は 中央 が もっ とも広 くな る形 を0し 形 態 に個体

差 が あ るよ うにお もわれ た.環 椎 の糧 大 薄切 標

本 に お いては,水 平 面 で環椎 前 結節 の都 が,山

の よ うに膨 隆 して お り外 側 に い くに したが い前

後 の幅 は狭 くな って前環 軸 関節 の最外 側 部 で最

も狭 くな り,そ れ よ り外側 に ゆ くとまた広 くな

って い る.矢 状 面 では,中 央 で最 も幅 の 広 い部

分 は下1/3あ た りとお もわれ た.軸 椎歯 突起 に 対



環軸関節の計測値を基にした脱臼防止用プレー トの考案　 681

す る環 椎 の 関 節 面 は,ほ ぼ 垂 直 に な っ て い るが,

外 側 に い くに し た が い 凸 面 を形 成 す る よ うに な

る.ま た 環 椎 の 中央 の 縦 径 は, Hasebe(1913)

に よ る と10.1mmで あ る が,私 の 粗 大 薄 切 標 本 で

は 男11.3mm,女10.9mmで あ っ た.こ の 環 椎 前 弓

部 上 下 端 の 部 分 は 経 年 的 にostephyteの 形 成 が

著 明 に な っ て く る.

2) 軸 椎

軸 椎 の 最 大 横 径 に つ い て は, Hasebe(1913)

の 報 告 が 男57mm,女50mm, Dwight(18?7)に よ

る ヨー ロ ッパ 人 の 報 告 は55-58mmと され て い る5).

私 の 報 告 は,男63.1mm,女55mmで あ りHasebeの

報 告 よ り も 男 女 共 に 火 き い.環 椎 に 関 し て は,

 Hasebeの 報 告 と ほ ぼ 同 様 で あ る ため,軸 椎 の 大

き さ の 違 い は 興 味 ぶ か い.脊 椎 管 最 大 横 径 は,

 Hasebe(1913)に よ る と男21.9mm,女21.6mmで

あ り, Lang(1986)は23.3mmと し て い る.私 の

報 告 は.男22.5mm,女21.1mmで あ っ た.男 女 比

は, Hasebeに よ る と100:99,私 の 報 告 は100:

94で あ っ た.上 関 節 面 の 長 径 は,私 の 報 告 で は

長 径 がrt19.6mm, lt19.8mm短 径 力ごrtl7.0mm,

 lt16.8mmで あ りFrizzi(1915)は 長 径 が18.5mm,

短 径 が16.3mmで あ っ た と して い る.歯 突 起 の 高

さ で は, Hasebe(1913)は 男17.9mm,女16.5mm

で あ り, Lang(1986)は15.8mと して い る.私

の 計 測 値 は,男15.1mm,女13.6mmで あ 妻),他 の

報 告 よ り も小 さ か っ た.前 額 面 でみ る と歯 突 起

下 端 は 上 関 節 面 最 上 部 よ り下 に あ り,歯 突 起 下

端 を 何 処 に と る か と い う基 準 の 違 い に よ る もの

か も し れ な い.歯 突 起 の 最 大 幅 はHasebe(1913)

は 男16.5mm,女9.8mmと し て お り,私 の 結 果 は,

男10.9mm,女10.1mmで あ った.私 の 結 果 はHasebe

の 報 告 と類 似 して い た.歯 突 起 前 関 節 面 縦 径 は,

 Lang(1986)は11.28mm(7-18),横 径 は9.00mm

(5-17)と して い る.私 の 報 告 で は,縦 径 が,

男9.9mm,女8.6mmで あ り,横 径 は 男7.7mm,女7.1

mmで あ っ た 、 こ の 部 分 も経 年 的 に 変 形 が 著 明 で

あ り,測 定 の 難 し い 例 も あ っ た.糧 大 薄 切 標 本

に お い て, Helms(1963)は 軸 椎 の 最 下 端 と,

歯 突 起 の 長 軸 の 角 度 を 測 って42-88,度 として いる.

私 が 軸 椎 の 矢 状 面 薄 切 標 本 で 測 っ た 値 は58.6度

(49-66)で あ っ た. Helmsは 歯 突 起 が 右 ま た は

左 に 傾 くcaseが み ら れ る と して い る.こ れ は,

川部 等 も述べ て い るこ とであ り, 5度 以上 の左

右差 が35%に み られ た とい う6).私は前 額 面の標

本 でこれ を測 定 したが, 5度 以上 の左右 差 は,

 17個 中4個 であ った.明 らか に右'に傾 い てい る

もの が, 1個 あ った.川 部 等は,外 側関 節面 と

歯突起 長 軸 との角度 を測 定 し,成 人に おい で69

度で あ る としてい る.私 の 測定 に よる とrt66.4

度, lt66.8度 で あ った.な おｔ 部等 は,こ の角 度

は, 10歳 以下 の小 児では 成 入 よ りも小 さ く60度

で あ った としてい る.経 年 白 に歯 突起 は,表 面

の不 整や骨 硬化 等が み られ た.又 図15の 如 く,

歯突起 の 形態 は様 々で あ り,後 方 へのtiltingが

著明 なものからtransverse ligamentの 部分 の陥

凹が ない もの まで様 々 であ った7) 8) 9).

3) 男 女 差

男女 に おい ては 男性の 方が大 き く,そ の比 は

100:87か ら100:100ま であ った.環 軸 椎 の最大

横径 を調べ て み る と,環 椎 は 男女比100:89,軸

椎は100:87で あ った.環 椎の上 関節 面の 短径 は

男女 比が 小 さか った.歯 突起 の横径 前後径 な ど

も,男 女 比が小 さか つた.脊 椎 間最 大横 径 は,

環椎 が100:95,軸 椎 が100:94で ほ ぼ似、か よ っ

て いた.

図15　 歯突起の形態

4) 環軸 椎に対 す る前方 よ りの 固定 法 につ いて

環 軸椎亜 脱 臼に対 す る手衛法 に関 しては,従

来後 方 よ りの 固定が 用 い られ て いたが, 1962年

にFangが 環 軸椎 脱 臼の整 復 され ない例 に前 方

よ りの経 口的 固定 法 を発 表 して以 来,整 復不能

側や 後 蔦欠損例,前 方 に障 害因子 のあ る例 な ど
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に,前 方 固定 術 が馬 い られ て きた10) 11) 12) 13) 14),こ

の 手術 法 に は,両 外 側環 軸 関節 を削 り腸 骨 よ り

採 骨 した骨 を移植 し圏定す る方 法や 津 山の如 く,

環 椎前 弓 の前 下面 部 と,軸 椎 体 前面 部 も削 り,

海 面骨 と皮質 骨 に よ り強 固に 固定す る方法 もあ

る15) 16).また軸 椎歯 突起 の骨折 に 対 して は,歯 突

起 の み に骨移 植 をお こな い環軸 椎 の主要 な動 き

であ る回旋 運動 を残 そ う とす る手術 法 も用 い ら

れて い る14) 17).いずれの方 法 も内 固定 は用い ずに

頭蓋 直達 牽 引やHalo-vestな どの 外 面定 で術 後

固定 され るの が普 通 であ る.環 軸 椎部 に前 方 よ

り内 面定 を用 い る例 として は, Harbourの 発 表

した ス ク リュー 回定 法が あ る18).これ は,環 軸 関

節 を環 椎 よ り軸椎 に 向け 挿 入 した2本 の ス ク リ

ュー で固定 し歯 突起 骨折 を治療 しよ うとい うも

の で あ る.又 歯 突起 骨折 に 鰐す るsmall cancel

lousscrewに よる固定 例 は中西 に よ り報 告 され

てい る19),これは,左 胸 鎖乳 突 筋の 前縁 よ り入 り,

軸 椎 体 前 下 縁 よ リイ メー ジ下 に 歯 突 起 に 向 け

small cancellous screwを 挿 入 す る ものであ る.

歯 突起 の 骨 折 に対 しプ レー トを用 い る方 法 も報

告 港れて い る, Streli, Rに よ り報告 されたDons

 transfixation plateは 軸 椎 よ り第4頚 権 の 前面

にプ レー トをあて,軸 権 体 の前 面の 部分 よ り歯

突起 に挿 入 され たス ク リューが 骨折 部 を圧 迫 固
定 し

,環 椎 の外 側関 節 にむ け軸 椎前 面 よ り挿入

され た2本 の ス ク リューが 環軸 椎 を固定 す る も

ので ある20).この場 合 には骨移 植やHalovestな

どの 外 回定 は用 い られて いな い.図16

5) 適合 す るプ レー トの形 態 につ いて

下 位頚 椎 の手 術 に プ レー トを用 い るこ とは広

くお こな われ てい る21) 22).環軸 椎にプ レー トを用

い る例 は,後 方か らはUrlichの プ レー トが 環軸

椎脱 臼 の 固定法 と して よ く知 られ てい るものの,

前方 か ら のプ レー ト固定 につ いて の報告 は,ほ

とん どなか った23).プ レー トに 関す る報告 は,先

に述 べ たがStreli, Rに よ る歯 突起骨 折に 対す る

Denstransfixation plateの 報告 がみ られ るのみ

であ る.

私 が 環 軸椎 の 前方脱 臼に対 しで考 え たプ レ

ー トは,図14の 如 く,下 方 は軸 椎下 縁 に達 し,

上 方 は,細 くな り,前 環 軸 関節 に 入 り込 み,プ

レー トの 途 中 よ り出 た柄 が 環椎 の前 結節 部 を支

え る形 とな り,環 軸椎 の再 脱 臼 を防 ぐとい うも

ので あ る.

これは,環 軸椎 の 前方亜 脱 臼 にお いて,環 椎

前 弓は,軸 椎 歯 突起 に対 して前下 方 に転位 す る

こ とか ら,環 椎前 結 節 を支 え る部分 に よ り,再

脱 臼 を防 止 しよ うとい うもの で あ る,ス ク リュ

ー は軸椎 の前 方 よ り1本 ない し2本 挿 入 す る.

プ レー トは軸 椎前 下 方の 突 出 した部 分 に合 わせ

るよ うに,丸 み を持 ち,あ る程 度 の柔軟 性 を持

たせ る.固 定 性 を考 え る とス ク リュー が後 方骨

皮質 を貫 通す るこ とが望 ましい が,そ れ だけ脊

髄 に とって 危険 を伴 うこ とに な る.後 方骨 皮質

をス ク リュー がか か る ぐらい に し,後 方 骨 皮質

よ りス ク リュー が出 ないほ うが望 ま しい21).外側

環軸 関節 は,骨 移植 をす るため の毋 床 を作 るた

め に削 られ腸 骨部 よ り採取 した海綿 骨 と皮 質骨

に よ り固定す る.固 定 力 を補 う為 に外 固定 と し

てHala-vestを 用 い る.ま た軸 椎前 面 は 凹凸が

激 し く,個 体 差 が激 しい ため に プ レー トは手術

中 にお いて も,あ る程 度屈 曲 で き る柔軟 性 を持

つ 必要 もあるだ ろ う.

結 論

1. 環軸 椎 の前 方亜 脱臼 防止用 プ レー トを考案

す るため に,日 本 入 屍体標 本52個 を用 い て,そ

の 彩状,大 きさを,外 形 の実 測 と粗 大 薄切 標本

の 軟X線 写真 よ り求め た.

2. 環椎 の最 大横 径 は,男80.7mm,女71.6mmで

あ った.中 央矢状 面 にお いて は,前 弓後 縁 は,

垂 直 であ り,外 側 に行 くに した がい 凸面 を形成

し,矢 状 面 で は.楕 円型 を呈 した 軸椎 歯 突起

を水平 面 でみ る と,ほ ぼ 円形 で あ り,全 体 的 に

み る と紡 錘 型 を 呈 して いた.軸 椎 歯 突起 は後 方

の横 靱 帯 に対 す る部分 で もっ とも陥 凹 して お り,

矢 状面 で も,も っ とも狭 くな ってい た.又 下1/

3の 部分 で傾 きが あ り,い わゆ るlordosisを 呈 し

てい た.

3. 男女 を比 較 して み る と男性 の方 が 大 き く

100:87よ り100:100の 幅 が あ っ た.産 突 起の 高

さ,幅 な どは 男女差 が小 さか った.脊 柱 間最 大

横 径 の男女 比 に関 しては,環 椎 が100:95,軸 椎

が100:94で あっ た.

4. 環 軸椎 の測 定結 果 を元 に,他 の文 献 も参 考
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に して,環 軸椎 脱 臼 防止 用 プLー トの形態 を考

えた。

Barbour (7) C1-C2 screw fixation 

 (1971)

Streli ‚Ì Dens transfixation 

plate (1987)

中 に よ る 歯 突 起 骨 折 の固 定

(1980)

図16　 前方よ りの環軸椎 に対する内固定法

稿 を終 えるに臨み,御 校 閲をいただいた田辺剛造

教授 に深甚 なる謝意を表す るとともに,御 懇篤 な御

指導をいただいた中原進之介先生に深謝いたします。

さらに貴重 な標本を提供いただいた蘭山大学 医学部

第二解剖学教室村上宅郎教授に衷心 よりお礼 申し上

げ ます.
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A study of anatomical shape and size of the atlanto-axial joints

Kaoru BITOH

Department of Orthopedic Surgery, 

Okayama University Medical School, 

Okayama 700, Japan

(Director: Prof. G. Tanabe)

The atlas and axis from 52 cadavers, 33 male and 19 female were measured from the outer 

contour and microradiographs of sectioned samples. The vertical diameter of the anterior arch 

of the atlas was 11.3mm in men and 10.9mm in women. The height of the body of the axis was 

38.1mm in men and 33.8mm in women. The angle between the axes of the dens and the lower 

surface of the body of the axis was 58.6 degrees in men and 57.1 degrees in women. An anterior 

buttress plate to prevent atlanto-axial subluxation was designed based on the measurements of 

this study.


